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２
０
２
１
年
度
茂
原
市
優
良

建
設
業
者
表
彰
式
が
24
日
、
市

役
所
３
階
市
長
応
接
室
で
行
わ

れ
た
。
受
賞
者
は
、
「
道
路
災

害
復
旧
工
事
（
元
災
道
第
１
９

１
号
）
」
と
「
本
納
保
育
所
遊

戯
室
他
床
改
修
工
事
」
を
優
良

な
成
績
で
完
成
さ
せ
た
㈱
緑
川

組
を
含
む
、
５
社
・
７
工
事
。

祝
辞
に
立
っ
た
田
中
豊
彦
市
長

は
「
皆
さ
ま
方
に
は
模
範
と
な

り
、
市
の
建
築
・
土
木
工
事
業

に
さ
ら
に
寄
与
し
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
述
べ
、
地
域
の
発
展

へ
の
尽
力
を
要
請
し
た
。

　
ま
た
、
㈱
山
﨑
組
の
山
﨑
忠

一
代
表
取
締
役
は
謝
辞
で
「
技

術
力
向
上
を
目
指
し
、
決
意
を

新
た
に
地
域
発
展
の
た
め
に
尽

く
す
」
と
の
考
え
を
語
っ
た
。

　
表
彰
は
、
市
の
発
注
工
事
を

優
良
な
成
績
で
完
成
さ
せ
た
建

設
業
者
を
た
た
え
る
こ
と
に
よ

り
、
意
欲
の
増
進
を
図
り
、
良

質
な
社
会
資
本
整
備
の
推
進
お

よ
び
施
工
技
術
の
向
上
に
資
す

る
こ
と
が
目
的
。

　
表
彰
対
象
は
、
請
負
金
額
５

０
０
万
円
以
上
か
つ
工
事
成
績

評
定
点
合
計
80
点
以
上
、
ま
た

は
施
工
技
術
等
が
特
に
優
れ
、

表
彰
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る

　
皆
さ
ま
方
に
は
、
日
頃
か
ら
市
政

全
般
、
特
に
建
築
・
土
木
工
事
な
ど

で
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
本

日
の
優
良
建
設
業
者
表
彰
に
あ
た

り
、
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
模
範
と
な
り
、
市
の
建
築
・
土
木

工
事
業
に
、
さ
ら
に
寄
与
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
災
害
時
に
も
ご
協
力
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
と

こ
ろ
で
も
、
行
政
へ
の
さ
ら
な
る
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
今
後
、
河
川
改
修
等
が
進
ん
で
い

く
と
思
い
ま
す
が
、
難
工
事
が
連
続

し
ま
す
。
市
内
の
皆
さ
ま
方
に
も
、

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
た
だ
か
な
け

れ
ば
進
ま
な
い
よ
う
な
事
業
も
出
て

く
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
今
は
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
り
ま
す
。
コ

ロ
ナ
に
か
か
ら
ぬ
よ
う
、
地
域
の
発

展
に
さ
ら
な
る
尽
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

さらなる寄与に期待
21年度 茂原市優良建設業者表彰式

５
社・７
工
事
が
受
賞
の
栄

■
土
木
工
事

　
▽
㈱
三
枝
組
＝
内
水
対
策
関
連
工
事

　
　
（
鷲
巣
稲
荷
前
水
門
躯
体
工
）

　
▽
㈱
緑
川
組
＝
道
路
災
害
復
旧
工
事

　
　
（
元
災
道
第
１
９
１
号
）

■
建
築
工
事

　
▽
㈱
三
枝
組
＝
冨
士
見
中
学
校
大
規
模
改
造
工
事

　
▽ 

㈱
山
﨑
組
＝
豊
岡
小
学
校
外
１
校
屋
内
運
動
場 

非
構
造
部
材
落
下
対
策
工
事

　
▽
日
伸
建
設
㈱
＝
茂
原
市
市
民
体
育
館
改
修
工
事

　
▽
㈱
緑
川
組
＝
本
納
保
育
所
遊
戯
室
他
床
改
修
工
事

■
そ
の
他
工
事

　
▽
㈱
チ
バ
設
備
事
務
所
＝
鶴
枝
保
育
所
給
水
管
更
新
工
事

表
彰
対
象
工
事

〔
▽
受
賞
者
＝
工
事
名
称
〕

道
路
災
害
復
旧
工
事（
元
災
道
第
１９１
号
）

株
式
会
社 

緑
川
組

本
納
保
育
所
遊
戯
室
他
床
改
修
工
事

株
式
会
社 

緑
川
組

■部門　土木工事
■工事場所　柴名2
■最終請負金額　2373万1400円
■最終工期　20年3月24日～同年7月30日
■�工事概要　復旧L27・3m・W9m、路体（築堤）盛土
90㎥、大型ブロック積み152㎡、歩車道境界ブロック
25m、ガードレール25m、転落（横断）防止柵27m

■�表彰理由　交通量が多く、全面通行止めでの工事だったことから、
早期の交通開放が求められた。コンクリート2次製品を使用する
ことで施工時間の短縮を図り、的確な工程管理および施工管理に
努めた。さらに、路線全体の路肩清掃や通行に支障となる竹木伐
採作業を行い、通行止め区間の交通解放後の安全確保に努めた。
苦情が寄せられることも無く、工期内に工事を完成させるととも
に、書類についても適切にまとめ、全体的に優良な工事だった。

■部門　建築工事
■工事場所　本納3302-1
■最終請負金額　924万円
■最終工期　20年6月24日～同年8月28日
■�工事概要　遊戯室92㎡:発泡複層ビニール床シ
ート改修、保育室（つき）60㎡:複合フローリング
改修、保育室（ひよこ1）60㎡:発泡複層ビニール
床シート改修、保育室（ひよこ2）92㎡:発泡複層
ビニール床シート一部複合フローリング改修

■�表彰理由　保育所を通常使用しながらの工事であり、配
置技術者による時間単位での工程管理および、保育動線
と作業動線を分けた適正な安全管理が見られた。限られ
た作業時間と作業範囲にも関わらず、品質・出来栄えと
もに優れていることに加え、仕上げにおいて利用者の安
全への配慮もあり、全体として優良な工事だった。

と
認
め
ら
れ
る
も
の
。

　
今
回
の
表
彰
対
象
は
、
20
年

度
に
完
成
し
た
市
発
注
工
事
の

う
ち
、
工
事
検
査
担
当
に
よ
る

完
成
検
査
対
象
工
事
１
５
４
件

の
中
か
ら
選
ば
れ
た
。

祝
辞田

中
豊
彦
市
長

　
有
村
登
喜
子
さ
ん
（
有
村
大

・
有
村
建
設
㈱
代
表
取
締
役
社

長
の
母
）
24
日
、
死
去
。
80
歳
。

通
夜
式
は
31
日
午
後
６
時
、
葬

儀
式
は
６
月
１
日
午
前
11
時
15

分
か
ら
、
佐
倉
市
王
子
台
１
│

14
│
５
の
オ
ー
ル
セ
レ
モ
ニ
ー

家
族
葬
ホ
ー
ル
臼
井
（
電
話
０

１
２
０
│
０
８
７
│
９
４
０
）。

喪
主
は
有
村
元
裕
氏
（
長
男
）
。

訃
報

27
地
区
に
約
20
億
円

農
業
農
村
整
備
交
付
金
を
配
分

　
知
事
選
に
伴
い
当
初
予
算
が

骨
格
予
算
と
し
て
編
成
さ
れ
た

た
め
、
骨
格
予
算
ベ
ー
ス
で
の

配
分
と
な
っ
た
。
６
月
補
正
予

算
で
肉
付
け
を
行
う
た
め
、
交

付
金
も
そ
の
時
点
で
追
加
配
分

さ
れ
る
見
通
し
。

　
県
営
事
業
は
、
か
ん
が
い
排

水
事
業
３
地
区
２
億
２
０
０
万

円
、
基
幹
水
利
施
設
ス
ト
ッ
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
５
地
区
４

億
３
３
０
０
万
円
、
農
道
整
備 　

県
農
林
水
産
部
耕
地
課
は
農
山
漁
村
地
域
整
備
交
付
金
の
う
ち
、

農
業
農
村
整
備
事
業
の
２
０
２
１
年
度
地
区
別
配
分
額
を
明
ら
か
に

し
た
。
地
区
数
は
27
地
区
で
、
配
分
額
は
19
億
８
０
４
３
万
８
０
０

０
円
（
う
ち
国
費
９
億
９
９
３
１
万
４
０
０
０
円
）。県
営
・
団
体
営

の
別
は
、
県
営
事
業
が
18
地
区
12
億
７
５
３
６
万
７
０
０
０
円
、
団

体
営
事
業
が
９
地
区
７
億
５
０
７
万
１
０
０
０
円
。
新
規
地
区
は
団

体
営
事
業
４
地
区
で
、
地
域
農
業
水
利
施
設
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
事
業
の
和
田
地
区
（
印
旛
郡
栄
町
）
と
、
農
業
集
落
排
水
事
業
の

野
呂
地
区（
千
葉
市
）、香
取
市
地
区（
香
取
市
）、原
地
区（
千
葉
市
）。

（
▼
は
新
規
地
区
）

■
県
営
事
業

【
か
ん
が
い
排
水
事
業
】

　
▽
小
糸
川
地
区
（
君
津
市
、

富
津
市
）
＝
１
億
３
５
０
０
万

円
▽
安
房
中
央
地
区（
館
山
市
、

南
房
総
市
）
＝
―
▽
香
取
市
東

部
地
区
（
香
取
市
）
＝
６
７
０

０
万
円

【
基
幹
水
利
施
設
ス
ト
ッ
ク
マ

21
年
度
地
区
別
配
分
額

新
規
で
集
排
野
呂
等
４
地
区

県耕地課

事
業
１
地
区
１
億
４
０
０
０
万

円
、
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事

業
３
地
区
２
億
６
０
４
６
万
７

０
０
０
円
、
湛
水
防
除
事
業
２

地
区
１
億
７
４
５
０
万
円
、
中

山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
１
地

区
２
６
０
０
万
円
、
農
地
環
境

整
備
事
業
３
地
区
３
９
４
０
万

円
。

ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
】

　
▽
東
葛
北
部
地
区（
野
田
市
）

＝
５
０
０
円
▽
弥
富
川
地
区

（
佐
倉
市
、
八
街
市
）
＝
１
億

１
０
０
万
円
▽
勝
浦
ダ
ム
地
区

（
勝
浦
市
）
＝
３
０
０
万
円
▽

富
口
地
区
（
山
武
市
）
＝
１
億

５
４
０
０
万
円
▽
長
島
地
区

（
香
取
市
）
＝
１
億
７
０
０
０

万
円

【
農
道
整
備
事
業
（
保
全
対
策

型
）
】

　
▽
小
櫃
川
地
区（
袖
ケ
浦
市
、

君
津
市
）
＝
１
億
４
０
０
０
万

円【経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業
】

　
▽
三
和
養
老
地
区（
市
原
市
）

＝
１
７
５
０
万
円
▽
春
海
地
区

（
匝
瑳
市
、
旭
市
）
＝
１
億
５

５
９
６
万
７
０
０
０
円
▽
加
茂

川
中
部
地
区
（
鴨
川
市
）
＝
８

７
０
０
万
円

【
湛
水
防
除
事
業
】

　
▽
一
松
地
区
（
長
生
村
、
白

子
町
）
＝
２
５
０
０
万
円
▽
根

木
名
川
２
期
地
区
（
成
田
市
）

＝
１
億
４
９
５
０
万
円

【
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
】

　
▽
御
宿
地
区
（
御
宿
町
）
＝

２
６
０
０
万
円

【
農
地
環
境
整
備
事
業
】

　
▽
豊
岡
深
名
地
区
（
南
房
総

市
）
＝
１
１
８
０
万
円
▽
大
貫

地
区
（
南
房
総
市
）
＝
２
５
５

０
万
円
▽
平
久
里
下
地
区
（
南

房
総
市
）
＝
２
１
０
万
円

■
団
体
営
事
業

【
地
域
農
業
水
利
施
設
ス
ト
ッ

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
】

　
▽
五
駄
沼
地
区
（
野
田
市
）

＝
２
０
５
５
万
円
▽
市
和
田
地

区
（
香
取
市
）
＝
１
億
８
０
０

０
万
円
▽
白
桝
地
区（
芝
山
町
）

＝
５
５
８
０
万
円
▼
和
田
地
区

（
栄
町
）
＝
３
０
０
０
万
円

【
農
業
集
落
排
水
事
業
】

　
▼
野
呂
地
区
（
千
葉
市
）
＝

２
５
０
０
万
円
▼
香
取
市
地
区

（
香
取
市
）
＝
４
０
０
万
円
▽

真
亀
丘
地
区
（
九
十
九
里
町
）

＝
１
億
６
７
９
１
万
３
０
０
０

円
▽
東
郷
第
一
地
区（
茂
原
市
）

＝
１
億
９
４
７
０
万
４
０
０
０

円
▼
原
地
区
（
千
葉
市
）
＝
２

７
１
０
万
４
０
０
０
円

　
千
葉
市
は
24
日
、
「
千
葉
中

央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
再

整
備
基
本
計
画
策
定
業
務
委

託
」
の
希
望
型
指
名
競
争
入
札

手
続
き
を
開
始
し
た
。
委
託
期

間
は
、
契
約
締
結
日
か
ら
２
０

２
２
年
３
月
21
日
ま
で
。
耐
震

性
の
不
足
な
ど
が
課
題
と
な
っ

て
い
る
千
葉
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
の
利
活
用
方
針
を

定
め
る
た
め
、
「
改
築
」
の
場

合
と
「
地
上
３
階
建
て
へ
の
減

築
大
規
模
改
修
」
の
場
合
に
つ

い
て
比
較
検
討
を
行
っ
た
上

で
、
整
備
手
法
等
を
固
め
、
施

設
再
整
備
計
画
を
策
定
す
る
。

　
千
葉
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
は
、
中
央
区
千
葉
港
２

―
１
の
面
積
８
２
４
４
・
58
㎡

に
所
在
。
市
街
化
区
域
、
商
業

地
域
、
準
防
火
区
域
、
駐
車
場

整
備
地
区
に
該
当
し
、
建
ぺ
い

率
80
％
、
容
積
率
４
０
０
％
。

　
建
物
は
Ｓ
Ｒ
Ｃ
造
地
下
３
階

地
上
10
階
塔
屋
２
階
建
て
、
建

築
面
積
５
６
５
０
・
58
㎡
、
延

べ
床
面
積
５
万
１
８
０
１
・
61

㎡
、１
９
７
４
年
９
月
の
建
築
。

旧
耐
震
基
準
と
な
っ
て
お
り
、

最
小
Ｉ
ｓ
値
０
・
55
。

　
フ
ロ
ア
構
成
は
▽
地
下
３
階

・
地
下
２
階
＝
駐
車
場
▽
地
下

１
階
＝
テ
ナ
ン
ト
、
市
役
所
事

務
所
機
能
▽
１
階
＝
テ
ナ
ン

ト
、
市
住
宅
供
給
公
社
、
市
役

所
事
務
所
機
能
▽
２
階
＝
市
国

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
は
施
設
規
模
を
縮
小
す
る

こ
と
に
な
る
。
ス
ポ
ー
ツ
施
設

の
う
ち
体
育
館
、
柔
道
場
、
剣

道
場
は
再
整
備
を
行
わ
な
い
方

向
。プ
ー
ル
に
関
し
て
は
未
定
。

　
１
月
に
は
「
市
役
所
本
庁
舎

将
来
活
用
検
討
地
」と
と
も
に
、

新
庁
舎
周
辺
の
活
性
化
や
に
ぎ

わ
い
創
出
に
寄
与
す
る
事
業
手

法
の
導
入
に
向
け
た
サ
ウ
ン
デ

ィ
ン
グ
型
市
場
調
査
を
実
施
し

た
が
、
定
期
借
地
契
約
を
結
ん

だ
上
で
の
民
間
事
業
者
に
よ
る

活
用
は
困
難
と
判
断
し
た
。

　
希
望
型
指
名
競
争
入
札
に
お

い
て
使
用
す
る
名
簿
は
、
市
の

測
量
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
入
札

参
加
資
格
者
名
簿
。
業
種
・
種

目
は
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
。

28
日
ま
で
の
入
札
参
加
申
請
期

間
を
経
て
、６
月
10
日
の
開
札
。

千
葉
市
■
千
葉
中
央
コ
ミ
セ
ン
再
整
備

改
築
か
減
築
で
検
討

計
画
策
定
入
札
手
続
き
開
始

際
交
流
プ
ラ
ザ
、
市
国
際
交
流

協
会
、
市
役
所
前
市
民
セ
ン
タ

ー
、
市
政
情
報
室
、
市
役
所
事

務
所
機
能
▽
３
階
＝
市
役
所
事

務
所
機
能
▽
４
〜
６
階
＝
市
中

央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
▽

７
階
＝
市
役
所
事
務
所
機
能
▽

８
階
＝
青
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
、
市
役
所
事
務
所
機
能
▽

９
階
＝
市
役
所
事
務
所
機
能
▽

10
階
＝
テ
ナ
ン
ト
、
市
観
光
協

会
、
市
役
所
事
務
所
機
能
。

　
４
〜
６
階
の
市
中
央
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
▽
諸
室
＝

集
会
室
、
サ
ー
ク
ル
室
、
講
習

室
、
料
理
実
習
室
、
和
室
、
茶

室
、
語
学
練
習
室
、
多
目
的
室
、

美
術
・
視
聴
覚
室
、
ホ
ー
ル
、

音
楽
室
、
図
書
室
、
幼
児
室
、

ロ
ビ
ー
等
供
用
部
▽
ス
ポ
ー
ツ

施
設
＝
体
育
館
、
柔
道
場
、
剣

道
場
、
プ
ー
ル

―
で
構
成
。

　
市
役
所
事
務
所
機
能
は
新
庁

舎
に
集
約
す
る
予
定
。
市
中
央

千葉市／北寺口跨線人
道橋ＥＶ等22年度設計

2

きょうの
紙 面

公
共

佐原駅周辺複合施設
清水の施工で来月着工公

共

県土整備部／４次住生
活基本計画本年度策定 公

共

おみがわこども園民営
化プロポで事業者公募
　　

公
告

県県土整備部／本庁舎
外無停電電源装置更新 入

札

湖北台保育園園舎建替
を3.1億円で立沢建設公

共 2 2 2 6 4


